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◎問い合わせ　
　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333

吉野ヶ里歴史公園から
✤北墳丘墓　柱立て✤
　歴代の王や支配者層の墓とされる「北墳丘墓」南側の立柱の
建て替えを行います。
○と　き　２月15日（土）　11時～
○ところ　「北墳丘墓」前　※観覧無料

【建て替えイベントボランティア募集】

　申込・詳細は、公園管理センターへお問い合わせください。

体験プログラム とき・ところ 定員・条件 参加料

青銅の鋳
い

込
こ

み体験
吉野ヶ里遺跡から出土
した青銅器をモチーフ
にした鋳込み体験です。

・２月８日（土）～ 16日（日）の
　土日・祝日（５日間）
　10時～ 13時
・古代の森体験館

・各日先着10人
・要事前申込（１週間前まで）
・小学生以上

5,000円

染色体験【貝紫】
古代「皇帝の紫」と呼
ばれた、巻貝の分泌液
を使った染色体験です。

・２月22日（土）～ 24日（月・振）
　10時30分～ 12時
・古代の森体験館
※ハンカチやストールなど染める

物・布は持参不要。

・各日先着20人
・要事前申込（１週間前まで）
・小学生以上
・エプロン持参または汚れても

良い服装

300円～
1,500円

◆「古代の森体験館」体験プログラム◆



市
報
か
ん
ざ
き
２
月
号

2
0
2
0
.２

　
S
H

IH
O

U
 K

A
N

Z
A
K
I

有
料
広
告


